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 Ａ群・学生の進路選択に関わる指導の適切性 

 

 本研究科は、学生に対する就職指導として、2005年度より春学期５月にプレースメント・セッショ

ンを開設した。５月の毎週水曜日に10:00より17:00までの間を３セッションに分け、本研究科の施設

で企業人事採用担当者と学生との個別面談の機会を設け、学生の就職活動をサポートしている。 

 

 

1-10 管理運営 

 

 Ａ群・大学院研究科の教学上の管理運営組織の活動の適切性 

 Ｂ群・大学院の審議機関（大学院研究科委員会など）と学部教授会との間の相互関係の適切性 

 Ｂ群・大学院の審議機関（同上）の長の選任手続の適切性 

 

 本研究科は、教員の質を維持していくための教授会の運営と支援については、 終的には教授会の

決定に依存している。 

 本研究科の管理運営の責任者は研究科長である。研究科長は教授会での選挙により候補者が選出さ

れ、学校法人理事会によって選任される。任期は２年である。研究科長を補佐する３名の教務主任は、

研究科長の推薦により学長が委嘱し、任期は研究科長と同じ２年である。３名の教務主任の担当は、

ドクター・プログラム担当教務主任、MBAプログラム担当教務主任そしてEMBAプログラム担当教務主任

となっている。 

 教員の給与は学校法人青山学院と青山学院大学教職員組合との交渉で給与体系が整備され、年齢及

び教員歴等で作成されているので、年齢及び教員歴等の条件が同じ場合には教育研究活動の成果に関

係なく一律同額となる場合がある。 

 しかし、本研究科は、教員の担当する科目の履修登録者数に従って授業支援をしている。１コース

の履修登録者数が20名未満の場合には、１コースにつき20,000円、20名以上の場合には50,000円、ま

た、英語講義される場合は50,000円の授業準備補助と履修登録者数に従っての支援をしている。教員

の教材作成の準備支援については国際マネジメント研究科合同研究室配属の学生雇員により行ってい

る。 

 本研究科は、本研究科の運営のために教員に委員会活動の委員を依頼している。教員が委員会活動

に参画することにより研究科のミッションの理解を高め、ミッションの実現の責務を共有している。 

 カリキュラムの開発・改正及び科目担当者の決定等は、研究科長、３名の教務主任そして学術フロ

ンティア・センター長とから構成される「経営執行委員会」で原案が作成され、各専門領域代表者か

ら構成される「経営計画委員会」で調整され、そして専任教員で構成される「教授会」で審議が行わ

れ決定されていく。そして決定事項は各セメスター開始前に開催される専任教員、兼担教員そして兼

任教員から構成される「教員会議」で説明され、教育の質を高める方策についてのオリエンテーショ

ンが実施されている。専任教授会の下には各種専門委員会が設置され、教育の質の確保に係る活動が

行われ、教授会の承認を得て実施されている。 

 本研究科は、「理念・目的」の項目のところで述べた通りミッションを制定した。ミッション・ステ
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ートメントは、「青山学院教育方針」及び「青山学院大学の教育理念」に基づいて制定されている。本

研究科は、とくに、ミッション・スクールの使命である青山学院のキリスト教主義の教育理念に基づ

いて、高度専門職業人の「高い倫理観」の涵養と奉仕の精神をもつ「国際的視野を身につけた企業家

精神に富む人材」の育成にその整合性を求めている。 

 

 

1-11 事務組織 

 

 Ｂ群・大学院の充実と将来発展に関わる事務局としての企画・立案機能の適切性 

 

 本研究科は、専門職大学院事務室と本研究科合同研究室のサポート体制を設けている。専門職大学

院事務室には専任職員８名とパートタイム職員２名の計10名の職員が学生への教務サービスを提供し

ている。また、合同研究室の学科嘱託職員２名とパートタイム職員２名の計４名の職員が学生教育支

援活動と学生教育助言活動を提供している。本研究科事務組織は、夜間や土曜日の授業の割合が多く、

通常の授業に加えて海外からの招聘教授による授業、産業界トップマネジメントによる特別講義など、

他の学部授業にはない多様な教員にも対応する必要がある。さらに、学生も社会人学生、外国人留学

生の割合が高く、事務組織に持ち込まれる相談も多岐にわたるため、よりきめ細かい誠実な対応が求

められている。とくに、外国人留学生の奨学金等の相談、社会人学生の人事異動などに伴う休学・復

学の対応などは本研究科では特に問題解決には時間を要することも多い。 

 また、 近はパソコンやインターネットを利用した授業や海外からの遠隔授業など技術的な支援が

必要な授業も増えており、適宜パートタイム職員を割り当ててその運用に当たっている。 

 

 

 Ｂ群・大学院に関わる予算（案）編成・折衝過程における事務組織の役割とその適切性 

 

 予算編成及び折衝は、教授会ならびに執行委員会を補助する形で各種データの収集や資料準備、関

係部門との調整作業を行っている。 

 

 

 Ｂ群・大学院運営を経済面から支えうるような事務局機能の確立状況 

 

 経営面における支援体制は、教授会ならびに執行委員会を補助する形で各種データの収集や資料準

備、関係部門との調整作業を行っている。とりわけ、入試及び入試説明会、ホームページなど広報宣

伝活動、在校生向けの就職情報の提供、在校生向けのオリエンテーションの実施、海外の大学を招聘

した東京セミナーの実施、中国の大学・産業界との交流を行う上海セミナーの実施など多くのイベン

トの企画・運営について事務組織が重要な役割を果たしている。今後多様化する学生に対応し、研究




